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な b
。

　以上 これ を要 す る に 甲背 の 棘の 凡 て の 成蟹に發達 するは 最前區 の 6 棘 を除 き
て 下 の 如 し。

　　　（1 ） 前區 　 二 縱列 の 3 卦 一 ・… ・一 ・…3

　　　（II ）　 後區　　二 縦列の 3 對…・・…・…… … 3

　　　（JII）　倶岨區 　　　各 但壇‘ζ三≡三縱歹IJ・’・・・・…　一・・・…　9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15棘

　O 甲背 には 最前 區の 街練を除 き左 右 各牛分 に 15轢 を必 ず有 し、 何 れ も中央線
に 李行 して 配列 せ らる

。

　　　　　　　　　　　　　V ． 結　　　　論
一

　南樺 太産の タ ラ ノ “ ガ ニ の 棘數は 甲緑 の 各 働 に 14
， 額部眼 窩部 一最 前雇 に 5

， 甲

背の 各側 に L5（成 蟹の 50％ 以上 に 存 在 す る小 棘4を加 算すれ ば 19）な る を normal

form と し、 共 の 配列 は 第二 圖 の 如 し。

　本種 ば 北 太 李洋 の 塞 海 に 謹 し、 北 米 澹 岸に て は Arcoic　Ar 乏もsk よ う南は 加奈太
の Queen　ChFrlotte　lslands　EPちN5 ぴ 邊迄 分布 し、 亞 細亞 洛 姥に て は Benrj119
S・a ・・1（・ mchatka ・　Sea ・ f　O ・h・卜k

，　 H 本 海 1嚇 肌 、　N ．36°

邊 迄灘 棋 分布 區

域廣 し
。

而 して 本種 の 移 動 力 は 水 産試驗 場の 調査 に よれ ば （同場事 業報告 、 第
六 巻 29頁 ・

ユ929）其 の 水李 掴蝣 は 僅 に 3− 79浬 に過 ぎず 。 され ば各 地 に於 て

地 方的 の 變化 な きを保 せ ず． 余 ｛蒲 樺太 全 體の ・ ・ 1
・
m ・lf・rm を求 め た る も本

島に於 て も西 海 岸 、 亜庭 灣及 重海岸 産 を別 々 に精 査 すれ ば各 地 に 地方 的變 化 を

認 め 得 る に あ らざ るか、 將來 の 研 究 に 待 つ べ し。

魚 類 の 研 究 資 料 （6）

　　　田　　 中　　茂 　　穗

　 　 來京帝 國 大學 理 學」部動物學教室

　　　　　　　　　　　　XXX ． 琉 疎 の 魚

近 頃増 田 繁雄氏 の 示 され た 標品は 次 の 通 妊 各種一
個 ）

。

ユ・Ohaet・cτ・ n 　1・i・ne ・1・tus　 Cu … R ＆ V．XLE ．Yc ・ENxEs 　 GtN ・rHER の Fische　der

　　S｛idsee
，　pl・XXXIV 潰 g・A （1874）に ある本種の 畫は 牌 か 其の 色線 の 方 向

　　を誤 つ て 居 る か と思ム
。

FOWLER の Fishes　of 　Oceania
，
　pl．　XXVI ，

　B

　　（192S）は 其 色 線 な どが よ く此 標 品 に一致 す る
。
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2， Zelt｝’as 伽 a 副 ザ8川 以 β1、咽）GII〕

3．勘 αMS 　L・t｝．ll）−i；IU．5・〔SCIILEG肌 ）

　　S♪n ．五ω 岫 γεαじ1‘Z醐 ・ EvE 亅しM ．tNN ＆ SE弐LE い v ・L1
・
啣 wi しh・a 　large　blackish

　　sP ・t ・n 　the　side 　of
’
　1）ody ）

私 の 見 た標 品は eJi　i’ltflctti （tCtes の 型に 屬 する もの で 、 増 田氏 は 是れ と同様の も

の を他 に 歟個見 た が、
’vu．ldn：n ・it．＄sの typicalの もの を見 なかつ た と、 こ の

’tL・ttlJta−

c’t・lat！tS は Fo “
−
LE ］L （前記 の 書 に て、　 p．2s5、の 言ふ 如 く、 私 竜本種 の K

’
Ell
’iL，tY で

あ ら 5 と思つ て 居 る
。

XXXI ． 川 タ ナ ゴ の 方 言

　九 州 （大 分縣 中津及 同縣豊川村 下 拜 田 ）で は Ac1εeii’〕伊 ・認 ム〜‘8 屬を 7 ナ 又 は ＝ ガ

フ ＋ と云 ひ
、
0ω 脇 幡 6α慨 弱 瀛 を マ フ ナ と云 ＄ 。 鮒 を特 に マ フ ナ と云 つ た b ，

川 タ ナ ゴ を フ ナ と云 ぷ處 は 九州 以外 に は殆 ど無 い か と思メ、
。

XXXII ． 鱒 脚 國 川 を 溯 る か

　大分 縣 中津の 生れ の 今泉勝治氏 の 言ふ 處 で は 同氏 が 山 國 川 の 上 流 耶馬溪 の 念

佛橋附近 に 奉職 せ C，れ て 居 た 時 、 その 川 で鱠が 稀に 取れ る噂 を聞 い たが 、 賀物

を見 た こ とは 無 い
｛t 然 る に 中津町 で は その 海岸で 鱒 の 取 れ た こ と を聞 V ・

た こ と

が な v ・と。

　此 資料 は 私 に は 相當貴 い もの で あ る
。 山國川上 流念佛橋 の 一ヒ流 （山國 川 は流

域 十 三 里 で 、 此橋 は川 口 か ら十 里 位 の 處で あ る と） で 、 稀 に鱒 が 取 れ る と云 ふ

こ とは これ が海 か ら溯 つ た鰌 で あ る の か 、 それ と も エ ノ 丿 ・（ヤ 守 メ の こ と、 九

州一般 の 方言 ）の 大 き くな っ 7eもの か 、 標 昂 を見 な け れ ばわ か らな い が 、 鱠が

溯つ た 毛の と して も敢 て差支 な い
。 何 となれば瀬 戸内海 で は相當西 の 方 まで 鱸

が海 か ら川 を溯 る し、 日本海 沿 岸な らば 多分 島根 縣の 西部 ま で 鱒 は 溯 るで あ ら

5
。 餘程以前の こ とで あ るが 、 私が熊本 へ 行 ？

た 節 に 、 その 土 地 を流れ る川 か

叉 は 池 へ 初 め て鑢 の や う なもの が 這 入 つ て來 たが 、 それ は何 で あ らうか と鄭 ね

られ た こ とが あ る が 、
こ れ も標 品 を見 なか つ たか ら、 斷言は 出來 ない が 、 鯵 が

稀 に 是 等の 土 地 へ 迷 ひ 込 U こ とは 考 へ 得 られ る こ とで あ る。 高知縣下 を流 る る

川の 上 流 に ヤ マ メ の 二 型が あつて其 内の 一 っ が鱠 の 幼魚 に似 て居 る と云 ．ζこ と

は （十 二 月號本資料 XXIII 參照） 土佐灣 に 鱒 が 稀 に迷 ひ 込 ん で 、 更 に 〜：れ に

注 ぐ川 を溯 る とも考 へ られ な い で もなV ・
。 斯様 な こ とは 極 め て稀 で は あ るカS

子孫 に其特徴を遺す とも考へ られ よ 5 。 更 に山聞 だけ に居 る ヤ マ メ で も元 來 が

鱒 で あ るか らreversioll で も叉 は variuti 。n ・ra1】ge か らで も鮹 の 形 を取 る もの が

現 は れ る と も言 はれ よう。
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　た だ稀 に迷 ひ 込 ん で くる鱒 は 僅 に 一 尾位 で あ ら5 。 然 b とせ ば これ は 雄 か叉

は 雌 か 、 其點が 全 くわか つ て 居な い が 、 何 れ で あ つ て も よか らう と思 ふが 、 寧

ろ雌 の 場合 が 多 くは なか ら うか 。

XXXIII ． 山 ロ 縣 萩 の 川 タ ナ ゴ

　iJi口 縣 萩 中學 の 田 中市郎氏の 報告 で は 萩に は ヤ リタ ナ ゴ は 居 るが ぜ ニ タ t ゴ

は 無 t・・
． ま た ヤ リ タ ナ ゴ （斑 紋 、 色線の な きもの ）は居 る が タ ナ ゴ （斑 tt・ 色線

の あ る もの ）は な い と 。

　 これ は 分布 上面 自 V ・　1 とで 、
ぜ ＝ タ ナ ゴ は 北 fi本の もの で あ る （南 日本 へ も

多 少 入 り込 ん で 居 る ） か ら、 萩が 川魚か ら見 て南 H 本 か 北 日本か を決す るの に

參考 とな る．、Ache・ilognα fhtf，g　（　Pararheilo，qna．th
・us を含 め て） は 色 々 の 型 は あ る が

日本の もの ば 凡 て 同
一

種 の 竜の と私は 思 つ て居 る
。

た だ、 中 に は著 しい 特 徴 を

持 つ た犁が あ る 。
タ ナ ゴ と ヤ リ タ ナ ゴ とは其著 しい 例 の

一 つ で 、 其分 布 は 頗 面

自 く、 兩者 混 同 して住 ん で 居 る處 と、 其 内 の 何 れ か 一種の み住 ん で 居．る處 とあ

る
。

XXXly ． ．Arius屬 と 覺 し き 魚

田巾市郎氏 の 報告 ICよれ ば山 口 緜 萩沖 に て 取 れ た 一 尺 二 寸許 らの ・ ’ ゲ ギ ギ ー

尾 を 漁夫 よ b貰 ひ 受 け た る友 人 あ b 、 尾嫁 深 く二 叉 に分 れ b と、

　これ は ゴ ン ズ 1 と誤 つ た もの とは 思 へ な い
。

ギ ギ 類 は 淡 水 産 の も の で あ る

し 、 頗 る賜 い もの で あ るか ら、 海の 中で 取れ る こ とは な か ら う。 ま た ギ ギ 類 で

日本で 取れ る もの ｝1　一 尺 以上 の もの は 先 つ な い
。

こ れ は 海 産の 撫 幡 屬 の 竜

の で あ らう。 若 し然 ら とせ ば こ の 海 産 の Ari・us 類 が 日 本晦 で 取 れ た で あ ら5

か 。

一體 日本 海 の 魚 は 時 々 意外 の 分布 を して 居 る こ とが あ るか ら、 張 ち否 定 は

出來 な い が 、 寧 ろ私は 次 の 襟 に考 へ た 方が 隱當か と思ム 。 即 ち、 此 標 品ば 下 關

の 1・ロ オ ル 船が支那東海 方面 で 取 つ た もの で 、 1 れ が萩 へ 輸 途 せ られ た の を 日

本海 で 取れ た 竜の と早 合點 した で ぱ なか らうか 、 何 れ に し て も田 中氏 が 體長 一

尺 二 寸 と明記 せ られ て あ る の で 、 ノ ・ゲ ギ ギ で は な V ・こ とが 伺 は れ る 。 徇從來 ハ

ゲ ギ ギ と云 つ た 方 を ギ ギ
、 從來 ギ ギ と云 つ た 方 を ギ バ チ と改名 して 居 ます。 そ

れ は 前種 は 琵 琶湖 の 名稱 、 後種 は 束京の 名孵 で あ る 。

XXXV ・ 二 種 の ド ン コ

　 田 中市郎氏 の 遖信 「當地 （山 口 縣萩）に ば ド ン コ ニ 種之 あ b候 、

一 は 普通 の も

、の に て 、

一 は 泥水 の 時 々 邁 ふ 田 の 側 の 小 川等 の 石垣 の 穴 な どに棲 む 、 友色 に 黒

斑點 あ b ， 體頗肥 大 し て 、 下顎 上顎 よ b少 しく長 きもの に候 、 方言 に て ドベ ド
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ン カ チ と申候 、
ド ン カ チ は ド ン コ の こ と」

　標 品 を見 なV ・か らわ か らない が 、 L記の 二 種 と稱 す るは 同一
種 の もの で 、

・］logu’w 〜α 偽 伽 η 〈［1
’

E ］nr エXCK 翫 Sc11LEG肌 ）で あ ら 5 か と思ふ
。 それ と も二 種

を指 して居 る か 全 くわか らなtr・
。

XXXVI ． 一 種 の べ ラ

これ 細 中市郎氏 の 通信
．

「山 口 縣 萩｝ζ ノ メ y コ と云 ム ー
種の べ ラが あ る

．
キ

ユ ウ セ ン とは違 ひ 、 普逋 に三 寸 餘 うの もの に て 、 淺海 の 海 岸に て 、 素人 の 普遁
に釣 る もの に て 、

ニ シ キ ベ ラ又 は セ ト ベ ラ の 如 く思 はれ 、北 隆館發 行 動物圖鑑
に は 食 用 と な らず とあれ ど、 それは 通 常此 魚は 、漁 夫 の 手 に よ b て漁獲 され 市場
に 出 さ澱 た め 食 用 とす る もの な しとの 意 な らば宜 し く候 が、 素人 の 磯 に て釣 る

雜魚の 内に て は 美味 （燒 きて食ムが 常 に候 ）に て 、 キ ユ ウ セ ン と異 な らず 、 只

大 な る もの が 居 らぬ の が物 足 ら顧 丈 に候 。」

　ノ メ リ コ と云 ム の は キ ユ ウ セ ン で は 無 い や うで あ る が 、 恐 らく、
セ ト ベ ラ

、

ニ シ キ ベ ラ な ど小 形 の ベ ラ の 總稱か と思 ふ
。 erl 、 此類は 「食用 とな らず 」 と私

が 圖鑑に載 せ た の は 田中氏 の 言は る る通 b 、 市場に出 る こ と頗 少 な い た め で あ
る が 、 これ が 相當 美味 で あ る こ とは 初め て 承 はつ だ 次 第で あ る

。

XXXVII ． カ ジ カ

　 これ も田 中市郎氏 の 逋信「 ミ ヤ マ ゴ リ の 方 言の 魚 （山 口 縣 萩）は 實物 を調査 致

し候 處、
カ ジ カ に 候 、 然 る に動物圖鑑 の 記 事に長 さ普逋 30inm 大 なる もの に

あ b て は 5U皿 m と有之候 、 當地 の もの は 三 四寸に て美 味 に候 、 當地 附近 には 鰍
の 名稱 を呼べ ば兩棲類 の カ ジ カ と思 ひ

、 魚 に かか る 名の も の あ う や と驚 く位

に候 」

　カ ジ カ に は 二 種あ るが 、 報告者 は その 何 れで あ るか 明記 して ない
。 體長 が 大

きい か ら、
カ マ キ y （Oottus　ka：i：ka）の 方で あ らうか 。 北海邁 産 の Cottlthg　tJlez

α一

wae 　Si稍 e 大 きい が
、 これ は Oo跳 Pol伽 と同種 か ま た は これ の

一型で あら5 。

XXVIn ・ イ ワ シ の 食 物

　これ も田中市郎氏 の 報告 「海産 の 鰯其 他が プ ラ ン ク ト ン 中硅藻 を 多食 し居 b
候が 、 煎 の 眼 に硅藻の 如 き顯微 鏡 的の もの が 見 え る もの に や 」

　鰯類 の 如 きもの は 性 微 弱 の もの 故 、 自己 よ 蝿 強 い もの は 食 ム を得 ず1從 つ

て小 き動物や杣 物を食メ、 こ とが多 V ’
。 硅藻は顯微鏡的 の もの で あるが 、 水中で

は 澤 rliに集 つ て居 つ て 、 吾 々 の 肉眼 で も其集團を見 る こ とが 出來 る 。 ま た 或は

香 臭等 竜伸つ て 居 る か も知れ な い か ら、 鰯類 が之 を食 ぷ の は 怪 し くない 。 ま
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　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 ロ

た 、 特 に 硅藻 を好 ま な くとも、」9iる水 中 に遊泳 した 時ここは受 働的 に其 胃 Φに硅

藻の 充滿 す る L ともあ ら 5 。 故 岸上博士 の 4 ワ シ 調 査 報告 （明治 四十一 年發行 ）

に は a ワ シ の 食物 と して 、 硅藻類 、 鞭毛 類 、 有孔類 、放 射類、 チ ソ チ ン ノ デ ア

類 、 撓脚類等 を擧げ てあ る
．

  ・ 演 名 湖 囓 鷹

　次 に擧 ぐる は 大 學院 學生 池 田雄
一郎 氏の 報告で あ る。 同民 は靜 岡 縣濱名郡 入

出村出身で あ る
。 濱名湖 ば 外 海に 通 じた割 合 に大 きV ・

湖 水 で あ るか ら、 此 種 の

湖 水 と して は 我國 で は 代表 的の もの で
、 普通の 内灣 や沿 海 とは 大 に趣 を異 に し

た 處が見 られ る
。 例 へ ば下 に遞 べ て あ る報告 で もわ か る が 、 冬 期 は 著 し く水 温

が 低 下 す るの と、 割合 に 浩 海が 暖 V ・た め に 、多 くの 魚は 移動 を す る事等で あ る
。

　目下 連載中の 田 中先生 の 「魚 の 研 究資料」 を拜見 し て郷里 濱名湖 西 に於 け る

魚類の 方言 と漁方 を少 しあ 餌 へ 致 し2 す 。

　 1．J∫u ，aie　cePhaltts 　IJixNE ボ ラ

　　　20− 50mm 　 キ ラ ラ（mica の 如 く光 る ため か ）；

　　　1｛）UMIII 　内外 　オ ボ コ ；150− 200mm 　イ ナ 1

　　 　 300mm 　 内外 　 二 ず イ ；此 以 上 　ボ ラ

　S 月頃は 中丈 くclin ・〔laki） と云 ふ の は 網 の 丈 の あ ま b高．く
）IZ　V ・

、 隨 つ て水深

の 淺 い 處 に 集 ま る ニ サ イ
、

ボ ラ を捕 へ る網 、 又 其 漁法 の 事 で あ る
。 共 を使メ、に

は 魚群 を此 網 で 園 み 、 其 外側 の 水面 上 に 10cm 程隔 て て長さ 2m 位 、 直徑 2t・m

位 の 女竹 を縫 付 け た 簣網 を浮か せ る 。 次 に 漁師 は舷 を た た い て魚 を驚 か す 。 驚

い て逃げ 出 さ う とす る魚 は 取 圍 まれ た 網 に遮 られ て ゐ るた め 逾 に 水上 へ 躍出 し

て 網 の huvdjeを 越 さ 5 と す る。 が その 外側 に は 簣網 が跳 出 した 魚 の 落 ち るの

を待 つ て ゐ る と云 ム譯 。
10月上旬 に 「角 目J （カ ク メ ）と云 A 漁が始 ま る。 その

pvinciple は前述 の 如 くで 唯 水深 の 深 v ・
處 の 漁 で あ る

。

　 2・ Liiia　on？．enacla 　TsNt　．tK ．N 「イ セ ゴ ヒ 」 と云 ふ 。 欷冬の 獲 物で あ る
。

　 3．鋤α 悶 ｝nae ｝
・
ocepha4

’
us　 B ．XSILESVSKY 「ク ロ ダ イ 」。 此 の 仔 は 9月初 め ICIUU

　　　 mm 内外 に達 した の を「ビ ン タ 」 200mm 位 を「ノ ・ ゴ 」と云 ム 。

「ク ロ ダ イ 」

　　　は 3 年 目位 の もの 也 。 水底 が粘 土質の 處 へ 群 集す る さ うで その 漁場に ク

　 　 　 　 　 　 ヂ

　　　 ロ ダ イ 地 と云 ふの が あ る
。

　 4 − i加 r 己‘S α嬢 冷 （TEIIIIINCK ＆ SC｝ILF．GEL ）が略 同 時 に同長或は 其以上 に達 し

　　　 て美味 で あ る
。

之 を「 コ ギ タ イ 」と云 ふ 。

　 5．「 キ チ ヌ ー」を「マ ナ ジ 」其の 仔 を「自 ’ S ゴ 」 と云 ］ 。

　 6．Accsnthegobius　．fla−vintan ・us 　（TEM ］in 　cK 　＆　SDHLEGEL ｝を 「フ ユ ’ ・ ぜ 」，
「 フ ユ

　　　 タ 」 と云 ふ 。 夏 は痩 せ て不味 で あ るが 冬 期は genad 發 逹 して頗 る 美味
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冖
’

、
b

9．

　 　 　 ，

とな る
。 體 色黄がか つ て ゐ る 。

G’iossogobitas　br−uiti’）ecas 〔TEMMINCK ＆ SCH∫．EGEL ）を厂 カ メ ノ ・ぜ
」又

「ナ ツ ハ

ぜ
」 と云 ぷ。 夏美味 で あ る

。 體 肥 大 し、 色 黒味が か つ て ゐ て colourres −

pense 速 か で あ る
．
　 gonad は夏熟 してゐ るe

Rh ・i，i〜o．qol）i
・u ：s　v ・irrlatuhQs−

（J（丿RD ⊥N ＆ SNYDEI こ）「 ブ シ 」と云 ふ 。 但 し 6 の 仔 と

混同 され て ゐ る
。

』’≧g望‘信翫 匁1）ω 廠 ｝ T κMM エKGK ＆ SCHLLGI弧 の 漁法の 一 つ に「 ツ ボ 」と云 ふ の

が あ る
。 長 さ 41Jcm、太 さ 3

，
4em の 竹 め節 を 滋 v ・

左傲 ツ ボ ）を拍 一 50Gm 隔

に竝 べ て その 各 の 中央 を繩 で 結 付 け た 物 を岸か ら1Um位の 水底 へ 沈下 放

置 して 「 ウ ナ ギ 」の 入 る を待 つ 。 時 日 を經 て其 一端か ら漸 次 靜 に繰上 げ て

「ツ ボ 」の 一端 を掌 で 押 へ なが ら垂 直 に立 て る と中の 水 ｛ま洩れ 、 若 し中に

ウ ナ ギ が居れ ば掌 へ の 威觸に よつ て素速 く舟 申の 籠 に入 れ る の で あ る。

　渮 濱名湖 ば 3 月下旬太卒洋か ら種 々 の 魚族 が湖 内 へ 移 入 して来 る
。

此 時 「サ

ヨ リ」が其 魁をす る
。 漁業 も湖 口 に 於 け る 此 等 の 捕獲か ら始 まつ て （之 を「 ミ ヨ

」

漁 と云 ぶ 。 蓋 し水脈 （ミ オ 、に よつ て網 を張 るか ら）夏 季共 盛 を極 め エ ピ
、 ウ ナ

ギ
、 等 を夜 間曳綱 で と bll月頃 湖水の 混 度 が 魚族の 移出 1こ2 で 低 下 す る迄 は 續

く。 け れ ど も12月頃 1 月頃 1ζ「 マ ノ ・ぜ 」や Crastae−etL の 「 ガ ザ ミ 」 等 は 獲iられ る
。

生物 群 の 位 撒 と水 温 とは 密接 な關係 声あ b 漁に老 巧 な （單 な る經驗 の み で ） と

は 水 温 に よつ て生 物群 の 移動地點 を 明察 す る こ とで あ る
。 勿論 方數里 の 狹 い 舞

臺で は あ る が。 從 つ て horizontall
｝
，に 或は 、

rertically に 數 metres の 差 が 甲乙所

得 に grave　c ・・nseqaence を齎 らす。
　 salt の p ：

’
eGentnge に は temp ・ral な變遷 が

あ る らし く約40年程前 Euhln 。derm の 生 じた 事が あ る さ うだが 此の 20年來 そん

な事 を聞か ない
。 叉 注入 河等 の 關係か ら ］oeal に も差異 が あ ウ冬期湖面、の 氷結

す る parL と然 らざ る ｝
・art とあ る

。 それか ら夏冬 に於 け る level の 差は 7Vcm

位 で あ ら う。

XL 岐 阜 附 近 の 川 魚

　次 は 岐阜緜 安八郡南杭瀬村岐阜第二 工 業學校 波磨 實太 郎氏 よ bの 通信 で あ る

　 メ グ カ の 方 言 は岐 阜縣 孫び 其 の 以西 で は ウ キ ス 、 コ ン ’ 溺
、

ノ ’コ パ イ ス
、

コ

メ ン ジ ヨ
、

コ メ ン ジ ヤ
、

メ ダ カ
、

ロ メ ジ ヤ コ と申候 、 私は 阿 波徳島市の 者 に候

が
、 徳島市で は メ エ チ ン

、
メ エ タ と申 し居候 。 岐阜 以西 で ば ホ V ケ ド ジ ヨ オ を

ホ ト ケ サ ン 、ナ ベ ワ リ （之 を鍋 に入 れ て 煮 る時は鍋が破れ る と．申 し居 b候 ）、
カ

ー
・’

ツ カ を ネ ギ 、 カ ナ ク ジ 、 カ ン ナ ク ジ
、

ス ナ ク ジ
、 　ド オ ぜ ン

、
ス ナ ク ジ ラ

、 ．イ シ

ホ リ
、

カ ン ナ
、

カ V ナ ク ズ
、

シ コ ツ ボ
、 　カ マ ツ カ 、 オ オ ボ サ ン

、
ス 、ナ ク ギ リ

（武 儀郡 上保村 ）、
ダ ギ ン ボ （武 儀郡 洞戸村） と稱 し居候 、 括弧 な くし て、 單 に方
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騨

言 の み畢げあ るは 多 くは 西 濃方面 の 方 言 に 候 。

XLI． ソ ロ イ ヒ ゲ

和歌 山縣 水産試験 場木 下虎 一郎氏 は 次 の 逋 信 と共 に一標 品 を途 う越 さ る。

　昭 和五 年十 月二 十 三 日湯淺 町打瀬網 に て漁 獲 の エ ソ の 胃 中 よ ら獲 し一尾 に候

が 、 何 と 申す もの に 候や。

　標品 を 見 る に Ooelo）’hyitchzis　」丿αrallelus（G むXT ∬ER ）な う。
ヒ ゲ 類 （Maerouridae ）

は 稍 タ ラ に近 き もの に て 、 稍深海 に産 し、邦産 に に て も二 十餘 種 あ b 、 その 内

最 多 きは 三 四種 な る が
、 爰 に 擧 ぐる もの は 普通 種 の 一 つ で あ る。 欝 、 ＄ 品者 は

單 に エ ソ と云 は る る も、 胃中に あ b し標 品 よ う推 察すれ ば大 エ ソ な b しな るべ

く・ 皀ilち 施 〜厄 面 貯 9望 opl 占α 肥 s（RICHERDSON ）で あ つ た か と察せ られ る。 的、 此

標 品が和當 に完 全 な 處か ら見 る と、 胃 中に 呑 み込 ん で 居 た と して も、 打瀬綱 に

取 られ て 後 に 、 苦 ん で 居 る内 に不 知 不 識 の 間 に 外か ら口 中に滑 b込 ん だ もの と

も思は れ る
。 尤 も此 の 大形 の マ エ ソ は 食 肉性 で あ るの は 無論 で あ る

。

XLII ・ 甚 兵 衞 鮫 の 滑 川 町 に 於 け る 一 報 告

　本資料 （！）XII（本 誌 第四 十二 卷 第五百 五 號 、 昭和五 年十 一 月號 、 四 百三 十七

頁 ） に於 て富山 縣 滑 川町 市島宇 八 郎氏 の 第一囘報告が 見當 らない と書V ・て あ つ

た が 、 其 報告 を見 出 した か ら爰に 報告 す る
。

　昭 和 二 年八 月十五 日午 後二 時 に富 山縣 滑 川 町 高月井 黒彌右衞門氏經營 の 角綱

に體重三 百七 八 十 貴の 大 鮫捕獲 さ る 、 價 格 は 百三 十五 圓で 香具 師 に引 き取 ら

れ 、 営時 富山市で 見 せ 物 となつ た
。 荷 、 市 島氏 の 途 られ た 寫眞 を見 て も正 し く

甚兵衞 鮫 で あ る。

　爾 、 當 時 同地 の 新 聞の 記 載 には 厂丈 が 二 丈六 尺 、 胴 の 廻 b が二 丈 、 口 の 廻 b

が一 丈 五 尺 、 重 量五 百貫 」 とあ るが、 市 島氏 の 報告 とは 聊 か 相違 が あ る
。

XLHI ． 諏 訪 湖 の 魚 類

　諏 訪中學 牛山傳 造 氏 の 報告は次 の ra　b 。

　次 に墨 げ るは 田 中阿歌歴 先生 著湖沼學 上 よ b見 た る諏 訪湖 の 研 究下 卷 993−

998 頁 を參考 し、 小生 幼時 よ b見 た る もの 、 只 今見 居 る もの を報告 致 し候 、 和

名 は 諏 訪湖 に て呼 稱 す る もの （括 弧内 は 標準和 名田 中記 ）。

　 L　ず ス ワ
、 サ ソ リ（ア ヵ ザ）從 來 よ b 少數殊 に河 川 に て捕 へ らる

。 現 今 は 尚

　　　稀 少 とな る
。

　 L）． ナ マ ズ （ナ マ ズ ） 川 で も湖 中で も捕 獲 され相當漁獲 あ b 。 現在 も左 様 。

　 3． ドジ ヨ オ （ド ジ ヨ オ ）川 、 水 田、湖 中，現 今 も多獲 され 、食 用 に供 せ らる。
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「
0

　

6

シ マ ド ジ ヨ オ
、

ゴ マ ド ジ ヨ オ （シ マ ド ジ ョ オ ）比較的清 らか な川に て綵集

され 、 殊 に六 斗川 に 多 し。

コ イ （コ イ）

フ ナ （フ ナ ）

上 記 兩種は 川 、 沼 、湖 中普逋相當多獲 され る 、

7・ ム u
、

モ ロ （モ ・ コ ）小 生幼少 の 頃 は普通 の もの 相常多獲 した もの なれ ど

　　も 、 現 今共數 を減ず 。

8・ カ マ ヅ カ （カ マ ツ カ ）七 月頃 、 川 （比較的 清 らか な川底 h 砂礫 よ らな る 川 ）

　　に て 捕獲iす る
。 明治初年 には 湖 の 砂 岸 で も捕 獲iされ た る 由なれ ど、 只 今

　　左樣の 湖 岸 なければ多 くは 川 へ 溯上 し居 る もの を捕ぶ る 。 近 年少數 に な

　　る（此 項頗興 味 あ る と思は れ る一 田 中記 、
。

9・ ノ’ヤ 、 雄 の 美麗 に な る もの を ア カ ズ （信 州 で ノ ・
ヤ と云 ふ の は オ イ カ ワ、

　　 カ ソ ム ツ
、 ウ グ イ の 三 種 で あるが 、 各種 に 更に 別名が ある

。 爰 に 云 ふ ノ
・

　　ヤ は オ a カ ワ の こ とで あ る
一

田 中記 ）湖 中、 河川 普通の もの 、 昔 よ b

　　減少 した る も、 それで も普通の もの
。

10． ア カ ウ オ （ウ グ a ）五 月乃至 八 月頃 2 で 川 へ 溯 上 す る と捕 獲 しR もの で す

　　けれ ど、 近年甚 し く減 少 す る
。 小 生幼 少 の 頃は 川 を湖上 す る群 を遙か 遠

　　方 よ b見 られ一 投縄 に多 い 時は 百 尾位捕れ た る を見 た る こ とあ b 、 その

　　揚合驚 きて川 岸に跳 ひ 禺 る もの を 見 だ る 有樣 な b し（何 故 に ウ グ イ が著

　　 し く減 少 した か 、 色 々 の 原因があ らう と思 は れ る一 田中記 ）

11・ ウ ナ ギ （ウ ナ ギ ）河 川湖 中に普通殊 に 今 日に て は幼魚を放 養 す る故漁獲 は

　　相當あ る 有樣 、
ウ ナ ギ も分布區域 ある べ し無 制限に溯上 せ ず 。

12・ ア メ ノ ウ オ （ヤ マ メ の 大形の もの ）七 八 月頃 川 に溯上 す る を湖 に注 入 す る

　　處 に て捕 獲 する が 、 普逋從來 とて 多 き もの に あ らず 、 現 今稀 少 とな る
。

ユ3． ア ブ ラ ム ロ
、

ア ブ ラ モ ロ （ア ブ ラ ノ ・ ヤ な らん ）小生幼少 の 頃 、 河川 に 多少

　 　 居 た る もの 、 現 今は 殆 ど漁 獲 出來 ざ る有 襍 とな る。

14． ヨ ナ （ヨ シ ノ ボ リ）湖岸近 く、 七 八 月 よ b川 に溯 上 し、 河 川 に住 む 、 これ

　　は年 に よ b甚だ差 あ る魚屬 に て 、 明治 三十 年 代は 甚だ しき繁殖 を見 た る

　　 も、 その 後甚 し く減 少 、 大 正 に入 う再 び 繁殖 を 見た る も、現 今甚だ稀 少

　　 と なる 。 面 臼　V ・生活 史を見 せ て 呉れ 申 し候 。

ユ5． メ ダ カ （メ ダ カ ）湖 の 瀕岸 、 水田 、 沼 、 水田 の 間 を流れ る溝 に居 る もの
。

此 外 放 養 した る もの
。

1，（ヒ ガ イ ） 大正 二 年琵琶湖 よ b して放養 する もの
、 あ ま 血繁殖 せ ず 。

2， （ワ カ サ ギ ） 大 正 三 年霞 ケ 浦 よ b放 養 、 翌年 は 大形の もの 捕 獲 され た る

　　 も 、 その 後 は 多數繁殖 した る も小 形の もの と なる 、 而 して年に よ う漁獲

v
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　　　　　 高 に差 あ b、大 形 の もの 漁獲 さ れ る 翌年 は 、 漁獲 少 きが如 き様 威ぜ らる 、

　　　　　 正 確 に 統 計 した る に非 ざ る も、 ど 5 も左 樣思 はれ 申 し候 。

　　　 3．（ス ナ ヤ ツ メ ） 六 斗川 中流四賀村 、 飯島地 籍 に て 探 集 され た る もの を見

　　　　　 る。 何 か の 放 養魚 に 混 じて 來 た もの か と存 じます （此 魚 は頗 る 少 い や 5

　　　　　 で は あ る が 、 元 來 其土地 にあ っ た もの で は なか ら5 か、信 州 で も他地 方

　　　　　 で は 生存 して居 る や うで あ る一 田 中記 ）。

　　　 4． （ぜ ニ タ ナ ゴ ） 霞 ケ 浦 よ b カ ラ ス ガ ヒ を移 した 時 、 その 中に産 み置 か れ

　　　　　 n もの よ b發 見 し、 現 今甚 し く繁殖漁 家 困難 す （是れ は 先年、 牛 山氏 に

　　　　　 面會 した 時 に も話 され て居た こ とで
、 當時 同氏 の 中學 で 數個 の 標 品 を實

　　　　　 見 した こ とで あ る 一 田 中記 ）。

　　　 鮎 に就 い て
。 明治 時代 時 に よ りて 稀 に 採集 され た る 竜の 、六 斗川 の 水流 ば湖

　　 の 画 岸 よ bに流 れ て天 龍川 に 入 bた る もの 、
こ れ は 明治四 十 四五 年頃諏 訪 中學

　　 水 泳部 遠泳 即 ち一ヒ諏 訪湖 岸
’
よ う對岸 な る花 岡 即ち天 龍川 口 に 達 す る もの の 爲め

　　 室 瓶を流 して 調査 した る 竜の な b 、 こ の 水流 に よつ て六 斗川 に嬲上 した る もの

　　 が 捕獲 され る事 あ b 、 その 時の 標 品當地 水産組合標 品 中に あ b 、 その 後大 正 に

　　 入 りて は湖 水の 水 は 盆 々 濁 うた るet｝C や 、
ア ユ 捕獲 され た る を 聞 き申 さず 候 、

　　 近年琵琶湖の コ ア ユ を 六 斗川 上流 に放 流 致 し居 う相 當捕獲 出來 る由 。

、　　 諏 訪湖 と云 ふ 一 つ の 自然界 に も李衡 ば 常に行 は れ る事 と存ぜ られ 候 、 平 穩の

　　 諏 訪 湖 自然界 に 何等 か 卒 衡の 破 らる べ き事 あ らば その 時諏 訪 湖 と云 ム 環境 k よ

　　 b前 とは 多少 獣況 の 異 なれ る卆衡が 成立 す る こ とと存ぜ られ 候、霞 ヶ 浦 よ b カ

　　 ラ ス ガ ヒ を 、 琵琶湖 よ リイ ケ チ ヨ オ ガ ヒ を入 れ た る結果 は 從來 よ b生 活 した b

　　 し ド ブ ガ ヒ は 甚 し くその 種 屬嚢 へ
、 或は 絶滅 した る ・や も計 られ ず 、 結局是 等貝

　　 の 漁 獲 高に は差 を見 ざ る現状 、 殊 に ぜ ニ タ ナ ゴ の 大 繁殖 に よ b、 他 の 優 良魚族

　　 の 減少 を招來 せず や な ど考 へ 居 候 。 今迄 は い つ で も取 れ る や うに思 つ た ドブ ガ

　　 ヒ も奪 き もの と な る べ く、 諏 訪 中學 1こは 僅 に數個 を藏 す るの み に候 。 （斯樣 な こ

　　 とは 處 々 で 聞 く所 で す 、 移植 を研 究又 は 指導 して 居 る 人 は 大 に考 慮 すべ き竜の

　　 と思 ふ
一

田 中記 ）。

XLIV ． ウ グ イ に 就 い て

　東京 で ハ ヤ （ホ ン バ ヤ 又 は ウ グ イ と も云 ふ ）と云 ム もの とマ ル タ と云 ふ もの と

は 同種 か 別種 か と云 ふ こ とは 入 々 に よつ て議論せ られ て居 る 。 私は 同一種 の も

の で あ る と思ム し、 この 事 を昭 和五 年 十一 月十七 日 と十八 日 との東 京朝 日新聞

に 出 して置 い た が 、
これ に 就 い ては 多 くの 釣 師か らは異 議 が あ る と思ふ 。 私 の

考 で は ノ ・ヤ と マ ノy タ とは 全然 同一 で は ない 、然 し變種 と見 る程 の もの で な い と

思ふ 。 例へ ば ノ ・ ヤ とウ グ イ とは 人 間で 言へ ば親子 とか 、 兄弟 と云 ム よ bは 違 つ
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て 居 るか も知れ ない が 、 さ 6 とて 北 n 本の 人 と南 冂本 の 人 との 相逹 も無 い か と

思 ふ 。 まつ都 の 人 と田舍の 入位 の 逹 ひ で は なか ら5 か と思 ふ 。

　 束京附近に居 られ る岡 本柳外 氏か らは 次 の 通 信 が あつ た
。

　 小 生 に池 田 と申す釣 の 畏友 あ b 、 次 に同 君の 釣 日記拔萃 を掲 げ る
。

　 秋 季殊 に氾 濫時 に 於 て六郷 も下 流 の 大烏 居附近 に て 丿・ぜ 等 に 混 じ．てか な b多

くの ウ グ イ （？）一 二 三 寸、附近 で は マ ル タ ツ 子 と申す 一 が 釣 れ る が不味 、 同

じ頃 多麼川 も上 流 の 丸子 、
二 子 或は その 」二方に て獲 れ る同大 の 物 は 美 味 で あ る 。

　 利根 川 も高崎附近 の 馬川洛 岸な ど一 この 附 近 で ば ク キ と申す一
で

一
寸 に

満た 膿 稚魚 を多 く見受 け るが 、 又信 濃 川沿 岸 に て も
一

ア カ ウ オ と申す・一一 一L
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o 　 Q　 o　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o 　 o　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o 　 o　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o　 o

流 の 犀川 の 支流裾花 川の 沿 岸 に於 て も同様 の もの を見 る。海 か ら叉 ば その ず つ
o 　e 　o 　o　o 　o 　o　o　o　o　o 　o　o 　o 　o　e　o　o　o　o　o 　o 　し　o 　o　o 　o 　o　o 　o 　o　o 　o 　o 　o

と下 流か らマ ノ
ン タ 及

一
・
・
　2v　」　ma似の ウグ n が その 附近 ま で 上 つ て 産卵 す る とば 考

o 　o 　o　o　　　 o　o　 o 　o　 o　　　 o　o 　o 　o　e　 o　つ　o 　o　o　o　 v 　o 　o　o 　o 　o　o 　　　o　o 　o　o 　o
へ られ va、 稚 魚 が十 里、二 十 里 の 川 を上 つ て來 n とは 尚變 で あ る 、 當然 川の 中
o　o 　o　o　o 　o 　o　o 　り　o　o 　o 　o 　o 　む　o 　 o　o 　o 　c　　　 o　 o　o 　o　ひ　o 　o　o 　o　o　o 　o　o

流 以 上 に棲 ｛∫ウ グ ／ の 子 で あ らう と思 ば れ る
。 從 つ て ウ グ t か らは ウ グ イ が 、

o 　o 　 J　 o 　o 　o 　o 　o 　o 　o　o 　o　o　o　o 　o　o 　o　o　 ）　o 　o　　　o 　o 　o　 o 　e 　 o 　o　 o　o 　o　o 　 o

マ ノレ タ か らは マ ノレ タ が生ず る と云 メ、可 能性が 多 く、 生 活状態の 異 る に 從 つ て變
o 　o　o　o 　り　o 　o 　o 　o　o 　o 　o 　o 　o 　o 　o　o 　o 　e　o　　　o　o 　　　o　e　 a　o 　o　o　 ロ　o 　o　o　 o

化 し殆 ど別種 の 如 く成 つ た の で ほ なか ら5か 、 分類學上か らマ ス と ヤ マ メ とは
o 　o 　o 　o 　o 　o 　o　o　o 　　　o　o 　o　o　o 　o 　o 　o 　o 　o 　e 　o 　o 　o 　o 　a　o　o　o 　o　 o　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o　 o　 o

同一 種か も知れ 諏 が 、 専二門家以外 の 人は 大概 マ ス と ヤ マ メ とは區 別 してゐ る 。

o 　o 　a 　o　o 　o　o 　o 　o　o 　o 　e　o 　／／　e 　く）　o　e 　o 　 ）　o 　e　o 　o 　o　o 　 o　o　o 　o 　 o 　o　o 　o 　 o

原 は 同種 で も現 在 で は あ らゆ る點 で 異 つ て ゐ る燮種 で あ る とirl樣 に マ ル タ の 礎
o 　　

’
　e　　　ひ　o　　 o 　o　o 　o 　o 　e 　 o 　o 　o 　 D 　o 　o　 o 　o 　o 　o　 o 　o　 o

種 が ウ グ イ か 、 ウ グ イ の 變 種が マ ル タ であ る と云 ぷべ きか （圈點 を附 け た處 が

大 切 な處 で 、 此 論法 で い くか ら、 多 くの 釣師ばか うで な く、 多 くの 専門學者 も

誤 に 陷 る
。 尤 も此 の 鬮點 を打 つ た 記 事の 中に も正 しい 觀 察が 含まれ て居 るが 、

論法 は
一

寸疑 は れ る
。

同一
種 の 生物 に存 す る 個體變 化や地 方 的變化 と云 ふ ζ と

を深 く考 慮 し な くて は な ら顧
。 ま た

、 私達 と地 方の 當業者 と の 間 に斯様 な點 で
』

意見 の 一致 をtav・て 、 困る こ とが あ る
一 一

田 中記 ）。

　信 州の ア カ ウ オ 即 ち ウ グ A を勿 田 の 海 に投 じた らこれ が マ ノレ タ に な るだ らう

か と疑 は れ る （此 の 項は 實驗 が 不 可 能で あ るか ら、 何 と も斷言 は 出來 ない が 、

マ ノレ タ か叉 は原 形 の ウ グ イ に近 い もの に な る と考 へ られ る一 一田中記 ）。

　 マ
ノ
レ タ が 海か ら河 に上 つ て産卵 し、 孵化 した一部 分が 海 に 下 つ て マ ル タ とな

ウ、他 の部 分が 川 に殘 つ て ウ グ ／ と な るの か 、
マ ル タ の 子 は マ ル タ で 、 ウ グ イ

の 子 ぱ ウ グ イ で あ るの か 、 ウ グ ・trの 子 か らV ノレ タ が生ず る もの で あ る か （こ れ

も實驗 が不 可能で あ るか ら、 單に 他の 類 似現象か ら推定 す るの で あ る e さ て斯

thle推 定す る として 、 今 日 で は 遺傳學 も逕歩 して居 るか ら、 案外 、 この 答 へ ば

複雜 す る こ とと思 はれ る一
田 中記 ）。

　水量 の 豊富 な例 へ ば最 上川の 如 き中流で も相當に大 きな ウ グ d −一
こ の 地 方

に て ・ ・ゴ と申す一 が居 る
。 肉味及 骨の 工 合は ウ グ イ で マ ル タ で ば な い

。 成魚

の 大 ノN よ水量 に よ る の で は な い か （是 れも一 原因で あ る
一

田 中記 ）。
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　 三 月頃か ら五 六 寸 の ウ グ イ の 内婚姻 色が 極 め て濃厚 な色彩 の 鮮麗 な もの が 多

く釣 れ る 。 ク グ ィ の 成 魚 か （ウグ ／ と云 ふ 型 の 成魚 で あ らう一 田 中記 ）
。

　富士 川流 域 一 芝川附近 一一
で ウ ・

’
イ は 一 尺 以一Eの もの が 夏 で も釣 れ る 、 咲

は 不 味、 これ に似 て ノ ・ヤ は 八 寸 以下 で 美味 ．

　金 澤 附近 で は ウ グ イ は 七八 寸 以一1・、 小 さ・v ・の は 居 らva
．

−k ・．k、 それ に 似て 小
さい もの を ノ ・ ヤ と云 ひ 不 味 。

　
ノ ・

ヤ とは 何か 事實 ウグ イ の 味 の 如 く色 々 違ム の か （金澤や 芝川 で 云 ふ ハ ヤ と

稱 す る は ウ グ ／ を指 して 居 る か 然 らざ る か 、 个 少 e 區別點 を 示 され るか叉 は 標
晶 を見な い と不 明で あ る一一

田 中記 ）
。

　東京在住 の 毛利 基両 氏か らは 次 の 麺信 に接 した
。

　私 の 郷里 は上 州 烏川 の 上 流三 ノ 倉入 口 二 千 位 の 所 で す 、 高崎 よ b乘 合 自動車
に て約

一
時 間宇位 の 所 で す 、 此 郷里 に て ウ グ イ の 事 を ハ ヨ 或は ク キ 叉は ガ ラ ツ

” “
ヨ と稱 し て…

番 多量 に叉 一
番 面 白い 魚釣 の 得物 と され て IS−　b　2 す

。

　此 ハ ヨ 或 は ク キ は 此 地 に ては メ グ カ よ b稍 大 き く成 つ て 、
二 寸乃至 三 寸 位 ま

で を ハ ヨ と稱 し、
ノ ・ ヨ に淡赤 い 腹線 が 出来 る と、 こ れ を ク キ と呼 ん で 、 産 卵期

には 大川 の 流 に
一
ド向 きな マ ヤ と稱 す る 小石 で 橢圓 形の 産 卵場を作 つ て

、
こ の 中

へ 産卵 に くる ク キ を網 に て捕獲 する の で す。

　勿 論最 近 は 漸 う した こ とは 嚴禁 さ れ て 居 b ま すが
、 疊孚丈位 の 大 きさ の 中で

上 手 に行 くと三 四 寸五 寸位 の ク キ を 百尾位獲 へ る事は 容 易で す 。

　叉 ガ ラ ツ バ ヨ とは 産卵期 に ス．る と 、 とて も美 しV ・色彩 を帶び るの を斯 く呼 ん

で 居 ま す （産卵 期 の 美 しい 雄 を指 す一 田 中記 ）。

　　　　　七 面 鳥 の 畸 形 卵 、 家 鷄 の 崎 形 輸 卵 管

　　　　　　　　　　　　各 一
例 に 就 い て

　　　　　　　　　　　　　千 　島　 喜 　久 　男

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 埼 玉 輸 鞋谷 農學 咬

　昨年か ら種 々 な 家禽 の normal な卵 や 、 輸卵 管を實驗 材料 として 集め て を る

中・ 緬 鳥σ伽 卯 ・殫 叩 ・ ・σ 恥 の 一
畸 形卵 及び 家鷄 （G ・ll・・s　diomestdeit、　Bit、、s）

の 左右共 に發逹 した Oviduct に遭 遇 した が 未 だ報告 さ れ て を らない 様 に 思 は れ

るか ら、 こ こに記 載 す る事 に した い
。

　〔A 〕 七 面 鳥 の 畸 形 卵 一 綱

　こ こ に蓮 べ ようと す る畸 形卵は 、 埼 玉 縣 實業 補習 學校敬員 養成 所生徒 田 沼 兵
司 君 が ・ 自宅 （埼玉 縣 大里 郡 ）に飼育中の brooz　turkey の 雜種 （年齡二 歳 ）が 、

ユ930
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